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二
〇
一
四
年
一
一
月
一
三
日　

開
催

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
と
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル

 
 

神
崎
正
哉
、
矢
頭
典
枝
、
関
屋　

康
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
、

Ｅ
Ｌ
Ｉ
教
員 

（
執
筆
＝
矢
頭
典
枝
）

■
パ
ネ
リ
ス
ト
…
…
神
崎
正
哉（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
語
学
専
任
講
師
）、
矢
頭
典
枝
、
関
屋
康（
本
学
英
米

語
学
科
教
授
）、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
マ
ー
フ
ィ
ー（
本
学English 

Language Institute

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
准
教
授
）、
Ｅ
Ｌ
Ｉ

教
員（N

icholas （N
ick

） Canning, Caroline H
utchin-

son, M
arnie Brow

n, Jacob 

（Jake

） Breaux, Jason 
Ropitini, Carla Bridge, Shaw

n H
upka, Aurelie 

Treadw
ell

）

■
使
用
言
語
…
…
日
本
語
、
英
語

■
司　

会
…
…
矢
頭
典
枝

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
】

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
リ
ス
ニ
ン
グ
の
問
題
は
、
二
〇
〇
六
年
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
英
語
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
、
カ
ナ
ダ
英
語
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
英
語
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
の
音
声
で
出
題
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
英
語
教
育
で
は
標
準
ア
メ
リ
カ
英
語
を
お
手
本
に
し
て
い
る
た

め
、
そ
れ
以
外
の
英
語
が
聞
き
と
り
に
く
い
、
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。

本
学
は
、
東
京
外
国
語
大
学
と
共
同
開
発
で
、
世
界
の
様
々
な
英
語
の

違
い
を
学
ぶ
無
料
ウ
ェ
ブ
教
材
を
開
発
し
、
今
般
の
カ
ナ
ダ
英
語
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
公
開
に
よ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
使
わ
れ
る
五
つ
の
英
語
の

モ
ジ
ュ
ー
ル
が
揃
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
、
本
学
で

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
中
心
に
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
神
崎
先
生
が
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

の
リ
ス
ニ
ン
グ
の
問
題
で
使
わ
れ
て
い
る
五
つ
の
英
語
の
発
音
に
つ
い

て
概
観
し
、
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
矢
頭
先
生
が
そ

の
開
発
と
意
義
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
本
学
Ｅ
Ｌ
Ｉ（English 

Language Institute

）デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
マ
ー
フ
ィ
ー
先
生
よ
り
、
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Ｅ
Ｌ
Ｉ
の
英
語
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
英
語
モ

ジ
ュ
ー
ル
に
出
演
し
た
、
あ
る
い
は
ス
ク
リ
プ
ト
を
作
成
し
た
Ｅ
Ｌ
Ｉ

の
先
生
方
が
自
分
た
ち
の
英
語
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
活
用
し
て
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
の
ス
コ
ア
を
向
上
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

【
報
告
の
内
容
】

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
使
わ
れ
る
英
語
の
発
音

―
神
崎
先
生

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
問
題
が
二
〇
〇
六
年
五
月
に
改
訂
さ
れ
、
そ
の
な
か

の
リ
ス
ニ
ン
グ
の
問
題
が
、
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
英
語（
Ｕ
Ｓ
）だ
け
で
な

く
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
（
Ｕ
Ｋ
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
（
Ａ
Ｕ
）、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
（
Ｎ
Ｚ
）、
カ
ナ
ダ
英
語
（
Ｃ
Ａ
）
の
五
つ
の

英
語
の
音
声
で
出
題
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
英
語
は

大
き
く
分
け
て
、
英
国
系（
Ｕ
Ｋ
、
Ａ
Ｕ
、
Ｎ
Ｚ
）と
北
米
系（
Ｕ
Ｓ
と

Ｃ
Ａ
）
に
分
か
れ
ま
す
。
英
国
系
と
北
米
系
の
発
音
は
明
ら
か
に
違
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
の
英
語
は
、
私
が
聞
い
て
も
区
別
が
付
き
に

く
い
で
す
。
ど
の
英
語
に
も
聞
き
や
す
い
発
音
と
わ
か
り
に
く
い
発
音

が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
学
校
の
先
生
の
発
音
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
わ
か
り
ま
し
た
が
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
買
い
物
に
行
っ
た
時
の
店
員
の
話
し
方
は
わ
か
り
づ
ら

か
っ
た
で
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
リ
ス
ニ
ン
グ
で
使
わ
れ
る
英
語
の
発
音

は
、
ど
の
英
語
で
あ
れ
、「
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
」
部
類
の
発
音
で
す

の
で
、
受
験
者
は
あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
そ
の
後
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
実
際
に
出
さ
れ
た
リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
を
流

し
、
ど
の
英
語
な
の
か
、
聴
衆
に
手
を
挙
げ
て
当
て
さ
せ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
英
語
と
カ
ナ
ダ
英
語
の
発
音
は
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
の

先
生
方
で
も
聞
き
分
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
聴
衆
に
聞
か
せ
た
英

語
の｢

聞
き
や
す
さ｣

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
ア
メ
リ
カ
英
語
と
カ
ナ
ダ

本学ELI の先生方
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英
語
は
聞
き
や
す
い
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
は
聞
き
に
く
い
」、
と
い

う
意
見
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。）

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
×
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル

―
開
発
の
意
義
と
特
徴

―
矢
頭
先
生

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
現
在
、
日
本
人
は
世
界
の
多
様
な
英
語
に
接

す
る
環
境
に
ま
す
ま
す
置
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
海
外
渡
航
は
今

日
で
は
ご
く
普
通
の
こ
と
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
英
語
圏
へ
の
留

学
や
旅
行
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
目
を
向
け

る
と
、
日
本
の
企
業
人
は
全
世
界
に
進
出
し
、
現
地
の
多
様
な
英
語
に

接
し
て
い
ま
す
。

教
育
の
現
場
に
お
い
て
も
日
本
人
は
多
様
な
英
語
に
接
す
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
英
語
教
育
で
は
ア
メ
リ
カ
標
準
英
語
が
規
範

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
ア
メ
リ
カ
以
外
か
ら
多
く
の
英
語
を

母
語
と
す
る
教
員
が
英
語
教
育
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
小
・
中
・
高
等

学
校
に
配
属
さ
れ
る
外
国
語
指
導
助
手（ALT: Assistant Language 

Teacher

）招
致
の
制
度
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
彼
ら
の
出
身
国
は
、
二
〇

一
四
年
度
、
多
い
順
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ジ
ャ
マ
イ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
し
た
。

大
学
に
お
い
て
も
学
生
た
ち
は
多
様
な
英
語
に
接
触
し
て
い
ま
す
。

神
田
外
語
大
学
で
は
、
現
在
、
約
七
〇
名
の
英
語
を
母
語
と
す
る
語
学

専
任
教
員（
Ｅ
Ｌ
Ｉ
）が
英
語
教
育
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
出

身
国
は
、
多
い
順
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。
複
数
の
外
国
人
教
員
の
多
様
な

英
語
に
触
れ
て
戸
惑
う
学
生
た
ち
か
ら
次
の
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

「（
イ
ギ
リ
ス
人
が
書
い
た
も
の
を
見
て
）learn

の
過
去
形
はlearned

で
す
よ
ね
。learnt

は
間
違
っ
て
い
ま
す
よ
ね
」、「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
の
先
生
が
言
うtoday

がto die

の
よ
う
に
聞
こ
え
る
」、「
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
人
の
先
生
はbut

をbot

の
よ
う
に
発
音
す
る
。
相
当
ナ
マ
っ

神崎先生
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て
い
る
」
な
ど
。

日
本
の
中
・
高
等
学
校
の
英
語
教
育
の
現
場
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ア

メ
リ
カ
標
準
英
語
」
が
事
実
上
規
範
と
な
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
音

声
を
含
む
教
材
や
高
校
入
試
・
大
学
入
試
も
こ
れ
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
北
ア
メ
リ
カ
以
外
を
出
身
地
と
す
る
外
国

人
教
員
の
増
加
に
よ
る
現
在
の
教
室
に
お
け
る
英
語
の
多
様
性
は
、
学

習
者
た
ち
を
し
ば
し
ば
戸
惑
わ
せ
ま
す
。
例
え
ば
、「
週
末
に
」
は
、
ア

メ
リ
カ
英
語
で
は
“on the w

eekend

”で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
教
員

が
教
え
る
と
イ
ギ
リ
ス
式
の
“at the w

eekend

”
と
な
り
、
前
置
詞

もw
eekend

の
発
音
も
異
な
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
イ
ギ
リ
ス
英

語
で
覚
え
て
し
ま
う
と
、
受
験
で
は
間
違
い
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

日
本
の
英
語
教
育
界
に
お
い
て
英
語
の
多
様
化
が
現
実
と
な
っ
た
今
、

日
本
の
英
語
教
育
に
従
事
す
る
人
々
は
率
先
し
て
英
語
の
多
様
性
を
前

向
き
に
捉
え
、
ア
メ
リ
カ
英
語
以
外
の
英
語
は
「
間
違
い
」
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
改
め
る
と
き
に
来
て
い
ま
す
。「
神
田
外
語
大
学（
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ａ
）×
東
京
外
国
語
大
学
（
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
）
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
」（
以
下

「
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
」）
は
、
両
大
学
の
提
携
関
係
の
も
と
で
、
日
本
人

の
英
語
学
習
者
た
ち
が
多
様
な
英
語
変
種
の
違
い
を
体
系
的
に
学
習
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
発
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
、
ア
メ
リ
カ
英
語
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
、
カ
ナ
ダ
英
語
の
五
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
公

開
さ
れ
、
現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
英
語
の
編
集
が
進
ん
で
い
ま
す
。
来

年
度
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
英
語
と
イ
ン
ド
英
語
を
手
掛
け
る
予
定
で
す
。

英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
東
京
外
国
語
大
学
の
二
七
言
語
の
ウ
ェ
ブ
教

材
「
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
言
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
で
培
わ
れ
た
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両

面
の
技
術
と
数
多
く
の
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
を
抱
え
る
神
田
外
語
大

学
の
人
的
資
源
と
を
融
合
さ
せ
、
大
学
レ
ベ
ル
の
学
習
者
の
み
な
ら
ず
、

社
会
人
や
中
高
生
な
ど
の
一
般
人
を
も
対
象
と
す
る
画
期
的
な
教
材
で

す
。
資
金
面
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
神
田
外
語
大
学
研
究
助
成
を
受
け

て
始
動
し
、
二
〇
一
二
年
、
科
学
研
究
費 （
科
研
費
） 

助
成
事
業
と
し

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
無
料
で
配
信
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
学
の

専
用
サ
イ
ト
は
「
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
で
、
東
京
外
国
語
大
学
の
専
用

サ
イ
ト
は
「
Ｔ
Ｕ
Ｆ
Ｓ
言
語
モ

ジ
ュ
ー
ル　

英
語
」
で
検
索
す

る
と
出
て
き
ま
す
。

（
最
後
に
、
公
開
さ
れ
た
英

語
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
い
く
つ
か
の

動
画
を
見
せ
な
が
ら
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
未
公

開
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
英
語
の
動

画
も
一
つ
見
せ
た
。）

矢頭先生



34

ア
メ
リ
カ
英
語
と
イ
ギ
リ
ス
英
語
―
発
音
の
違
い

―
関
屋
先
生

英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
出
演
し
た
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
方
は
も
う
本
学

に
い
な
い
の
で
、
私
が
ア
メ
リ
カ
英
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
発
音
し
、

イ
ギ
リ
ス
人
のN

ick

先
生
に
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
発
音
し
て
も
ら
っ
て
、

こ
の
世
界
の
二
大
英
語
の
発
音
の
違
い
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
英
語
の
標
準
的
発
音
は
、
東
部
（
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

地
域
）
方
言
の
発
音
や
い
わ
ゆ
る｢

南
部
な
ま
り｣

を
除
く
、
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
広
範
囲
で
話
さ
れ
て
い
る
「
一
般
米
語（G

eneral Am
er-

ican

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
英
語
の
標
準
的
発
音

は
、
従
来
、
容
認
発
音
（Received Pronunciation

（RP

））
と
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
が
、
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
イ
ギ
リ
ス
英
語
は｢

エ
ス
チ
ュ

ア
リ
ー
英
語（Estuary English

）｣

と
呼
ば
れ
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と

す
る
広
域
で
話
さ
れ
、
Ｒ
Ｐ
に
近
い
発
音
か
ら
、
社
会
階
層
が
低
い
人
々

が
話
す
と
さ
れ
る
コ
ッ
ク
ニ
ー
に
近
い
発
音
ま
で
を
含
む
英
語
で
す
。

母
音
の
発
音
で
最
も
違
い
が
顕
著
な
点
は
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は/r/

母
音
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は/r/

母
音
が
な
い
こ
と
で
す
。
前

者
をRhotic

、
後
者
をN

on-rhotic

と
呼
び
ま
す
。car, beer, bird

と
い
っ
た
単
語
で
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は/r/

を
発
音
し
ま
す
が
、
イ

ギ
リ
ス
英
語
で
は
発
音
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
英
語
の/ɔr/

と/ɔː/

の
最
小
対
立
語
が
、
イ
ギ
リ

ス
英
語
で
は
両
方
と
も/ɔː/

を
も
つ
同
音
異
義
語
に
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、court

とcaught

の
母
音
は
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
異
な
る
発
音

に
な
り
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
同
じ
発
音
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

pour, paw, poor

は
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
三
つ
と
も
異
な
る
発
音
に

な
り
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
三
つ
と
も
同
じ
発
音
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
英
語
の/ɔː/

は
イ
ギ
リ
ス
英
語
の/ɔː/

と
比
べ

る
と
開
口
度
が
大
き
く
、
円
唇
化
が
少
な
く
、
舌
の
位
置
も
低
い
の
が

特
徴
で
す
。
た
と
え
ば
、talk, caught, saw

は
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は

「
ア
ー
」
に
近
い
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
「
オ
ー
」
に
近
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
英
語
で
対
立
が
あ
る
単
語
の
対
で
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で
対

立
が
な
く
な
る
語
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ばcaught

とcot

の
母
音
は
イ

ギ
リ
ス
英
語
で
は
異
な
る
発
音
に
な
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は

同
じ
発
音
に
な
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
英
語
も
ア
メ
リ
カ
英
語
も/æ

/

に
相
当
す
る
音
は
あ
り
ま

す
が
（
例bad, bag

）、Ask W
ords

と
呼
ば
れ
る
一
連
の
単
語
で
ア

メ
リ
カ
英
語
で
は/æ

/

が
使
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は/ɑː/

が
使
わ

れ
ま
す
。ask, can’t, fast, last

の
母
音
は
イ
ギ
リ
ス
英
語
と
ア
メ
リ

カ
英
語
で
は
か
な
り
音
が
違
い
ま
す
。

子
音
の
違
い
で
最
も
顕
著
な
の
は/t/

が
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は/t/

と

/d/
が
母
音
の
間
に
挟
ま
れ
た
時
に
、fl ap

（
弾
音
）
と
呼
ば
れ
る
、
日

本
語
の
語
中
の
ラ
行
音
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
英
語

で
はfl apping

（
弾
音
化
）
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。better, later, little

の
音
を
聞
き
比
べ
ま
し
ょ
う
。
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ま
た
、
ア
メ
リ
カ
英
語
のYod-dropping

と
い
う
現
象
に
も
注
目

し
て
く
だ
さ
い
。
舌
先
で
発
音
す
る
音（/t, d, s, z, t, d, n/

）の
後
に

続
く/j/
は
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
落
ち
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
イ
ギ

リ
ス
英
語
で
は
落
ち
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、new

は
イ
ギ
リ
ス
英
語
で

は
「
ニ
ュ
ー
」
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
「
ヌ
ー
」
の

よ
う
に
発
音
す
る
人
が
多
い
で
す
。
ま
た
、Tuesday

は
ア
メ
リ
カ
英

語
で
は
「
ト
ゥ
ー
ズ
デ
イ
」
と
発
音
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
イ
ギ

リ
ス
の
エ
ス
チ
ュ
ア
リ
ー
英
語
で
は
、
語
頭
の
子
音
が
破
裂
し
て

「
チ
ュ
ー
ズ
デ
イ
」
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
、（
自
然
な
話
し
方
で
）/t/

が/n/

と

母
音
の
間
に
挟
ま
れ
た
時
に
脱
落
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
顕
著
な
違

い
で
す
。
例
え
ば
、tw

enty

は
「
ト
ゥ
エ
ニ
ー
」、center

は
「
セ
ナ
ー
」

の
よ
う
に
発
音
さ
れ
ま
す
。

音
韻
・
音
声
レ
べ
ル
の
違
い
で
は
な
く
、
単
語
レ
ベ
ル
で
違
う
音
が

使
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、schedule

は
ア
メ
リ
カ
英

語
で
は
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
「
シ
ェ
ジ
ュ
ー
ル
」、

tom
ato

は
ア
メ
リ
カ
英
語
で
は
「
ト
メ
イ
ロ
ウ
」、
イ
ギ
リ
ス
英
語
で

は
「
ト
マ
ー
ト
ウ
」
と
発
音
さ
れ
ま
す
。

Ｅ
Ｌ
Ｉ
と
世
界
の
英
語

―
マ
ー
フ
ィ
ー
先
生

Ｅ
Ｌ
Ｉ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
フ
ィ
ル
・
マ
ー
フ
ィ
ー
で
す
。
私
の
方
か

ら
は

―
イ
ギ
リ
ス
英
語
で

―
Ｅ
Ｌ
Ｉ
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
、
英

語
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
わ
っ
た
Ｅ
Ｌ
Ｉ
の
先
生
方
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し

ま
す
。

Ｅ
Ｌ
Ｉ
は
一
九
八
九
年
に
設
立
さ
れ
、
当
時
は
四
名
の
教
員
で
ス

タ
ー
ト
し
、
現
在
の
六
号
館
で
は
な
く
、
四
号
館
に
い
ま
し
た
。
Ｅ
Ｌ

Ｉ
の
教
員
は
、
二
〇
一
四
年
現
在
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｃ
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
含
め
、
七
三
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
私
は
Ｅ
Ｌ
Ｉ
に
一
九

九
八
年
に
入
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
世
界
の
様
々
な
国
と
地
域
か
ら
Ｅ

Ｌ
Ｉ
教
員
は
来
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、

イギリス英語のNick 先生とアメリカ英語の関
屋先生
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
、
英
語
を
母
語
と
す
る
国
民
が
多
い
英
語

圏
だ
け
で
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
非
英
語
圏
か
ら
も
熟
達
し
た
英
語
教
員
が
来
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
Ｅ
Ｌ
Ｉ
に
は
多
様
な
英
語
が
存
在
す
る
の
で
す
。

で
は
、
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
わ
っ
た
先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。Caro-

line

先
生
とN

ick
先
生
は
イ
ギ
リ
ス
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
出
演
し
ま

し
た
。M

arnie

先
生
とJake

先
生
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
ス
ク
リ
プ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。Jason

先
生
とCarla

先
生
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
出
演
し
、Jason

先
生
は
ス

ク
リ
プ
ト
を
す
べ
て
作
成
し
ま
し
た
。Aurelie

先
生
とShaw

n

先
生

は
カ
ナ
ダ
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
出
演
し
ま
し
た
。
先
生
方
が
今
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
英
語

―N
ick

先
生
、C

aroline

先
生

（Caroline

先
生
）イ
ギ
リ
ス
は
歴
史
が
古
く
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
の
国

内
の
地
域
差
が
極
め
て
大
き
い
国
で
す
。
同
じ
も
の
を
指
す
に
も
地
域

に
よ
っ
て
随
分
異
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
ケ
ル
ト
語
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
、

ま
た
、
元
植
民
地
の
言
語
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
今
日
は

時
間
の
関
係
で
、「
イ
ギ
リ
ス
性Britishism

s

」
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
英
語
の
語
彙
の
い
く
つ
か
は
他
の
英
語
と
異
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば（
ズ
ボ
ン
の
写
真
を
見
せ
）、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
はtrousers

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
英
語
な
ど
で
は
こ
れ
をpants

と

言
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
でpants

と
は
下
着
の
パ
ン
ツ
を
指
し

ま
す
。
だ
か
ら
、
誰
か
が
私
に
「N

ice pants you’re w
earing!

（
い

い
パ
ン
ツ
、
は
い
て
る
ね
！
）」
と
い
っ
た
場
合
、
私
は
下
着
の
こ
と
を

言
わ
れ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
一
瞬
戸
惑
い
ま
す
（
会
場
か
ら
大
き
な

笑
い
）。

ま
た
、fortnight

と
い
う
単
語
は
イ
ギ
リ
ス
で
「
二
週
間
」
と
い
う

意
味
で
よ
く
使
わ
れ
る
の
で
す
が
、
他
の
英
語
で
は
使
わ
れ
ま
せ
ん
。

私
が
日
本
に
最
初
に
来
て
、
他
の
国
の
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
人
た
ち
と

話
し
て
い
た
と
き
、fortnight

と
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

に
対
す
る
彼
ら
の
反
応
は
「
あ
あ
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
？

古
英
語
の

マーフィー先生
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そ
の
単
語
、
知
っ
て
る
よ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
、pukka

と
い
う
単
語
は
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語

を
語
源
と
す
る
の
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
本
物
」、「
良
い
」
と
い
っ

た
意
味
で
良
く
使
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
国
の
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

人
に
は
通
じ
ま
せ
ん
。W

ellies

と
い
う
単
語
も
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
他

の
国
で
はrainboots
（
雨
靴
）
と
言
い
ま
す
が
、
私
はW

ellies

と
い

う
単
語
は
日
本
に
来
る
ま
で
万
国
共
通
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、W

ellies

は
、
昔
、D

uke of W
ellington

と
い
う
貴
族
が
オ

シ
ャ
レ
に
雨
靴
を
は
い
て
い
た
こ
と
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。（N

ick

先
生
）
さ
き
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
英
語
と
の
比
較
に
お
い
て
イ
ギ

リ
ス
英
語
の
発
音
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
自
然
会

話
で
聞
か
れ
る
イ
ギ
リ
ス
英
語
の
発
音
に
つ
い
て
、
補
足
的
に
一
つ
だ

け
説
明
し
ま
す
。
そ
れ
は
「
声
門
閉
鎖
音glottal stop
」
で
、W

hat

の
ｔ
が
発
音
さ
れ
ず
、
の
ど
が
つ
ま
っ
た
感
じ
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

英
語
の
教
材
に
は
、
非
標
準
的
な
発
音
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
の
で
、

私
が
教
え
て
い
る
学
生
た
ち
も
こ
の
声
門
閉
鎖
音
を
聞
い
た
と
き
、
戸

惑
う
よ
う
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
普
通
の
会
話
で
よ
く
聞
か
れ
る
話

し
方
で
す
。football, departm

ent, m
ight, continent, right now

と
い
っ
た
単
語
で
声
門
閉
鎖
音
が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語

―M
arnie

先
生
、Jake

先
生

（Jake

先
生
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
た
あ

と
、
語
彙
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
は
社
会
階
層
、

教
育
レ
ベ
ル
、
出
身
地（
都
市
か
地
方
か
）に
よ
っ
て
大
き
く
分
け
て
三

つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。Broad

（
訛
り
が
強
い
）、general

（
一
般
）、

cultivated

（
教
養
あ
る
）で
す
。
多
く
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
がgen-

eral

を
話
し
、
標
準
イ
ギ
リ
ス
英
語
に
近
い
話
し
方
のcultivated

は

あ
ま
り
聞
か
れ
ま
せ
ん
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
に
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
英
語
は
先
住
民
の
土
着
語
と
混
ざ
っ
た
一
つ
の

英
語
変
種
で
す
。
ま
た
、
様
々
な
ク
レ
オ
ー
ル
英
語
も
あ
り
ま
す
。

（M
arnie

先
生
）イ
ギ
リ
ス
英
語
ほ
ど
の
地
域
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
に
も
語
彙
と
発
音
の
面
で
地
域
差
は
み
ら
れ
、

州
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
語
彙
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
水

着sw
im
m
ing clothes

」
は
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

で
はsw

im
m
ers

、
ク
イ
ー
ン
ラ
ン
ド
州
で
はtogs

、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

州
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
はbathers

と
言

い
ま
す
。

ま
た
、
短
縮
形
を
好
む
の
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
の
特
徴
で
す
。

例
え
ば
、W

hy don’t you com
e over this arvo for a barbie?

は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
わ
か
り
ま
す
か
。arvo

はafternoon

、barbie

は
バ
ー
ビ
ー
人
形
で
は
な
くbarbecue

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
の
短
縮
形
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で
す
。
で
す
か
ら
「
今
日
の
午
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
に
う
ち
に
お
い

で
よ
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、present

（
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

の
こ
と
をpressie

と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
人
の
名
前
や
固
有
名
詞
も
よ
く
短
縮
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
み
ん
な
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
ま
す
。
例
え
ば
私
の
名

前
はM

arnie

で
す
が
、
両
親
はM

arnza

やM
arnzie

な
ど
、
自
由

に
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
つ
け
て
呼
び
ま
す
。G

ary

と
い
う
名
の
男
性
は

G
azza

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
名
も
そ
う
で
、

M
elbourne

（
メ
ル
ボ
ル
ン
）はM

elbs

と
呼
ば
れ
ま
す
。M

accas

は

M
cD

onald’s

（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
）
の
こ
と
で
す
。

不
完
全
な
比
較
形
を
使
う
こ
と
も
特
徴
で
す
。sw

eet as

と
い
う
表

現
をThat w

as sw
eet as.

と
い
う
よ
う
に
私
た
ち
は
使
い
ま
す
。
こ

れ
はThat w

as really good.

と
い
う
意
味
で
す
。

H
eaps

と
い
う
表
現
を
私
た
ち
はvery

（
と
て
も
）
と
い
う
意
味
で

頻
繁
に
使
い
ま
す
。fl at out

はtired

（
疲
れ
た
）と
い
う
意
味
で
よ
く

使
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
で
典
型
的
な
挨
拶
はG’day, m

ate.

で
す
。G

ooday

（G
’day

）
はhello

、m
ate

はfriend

の
こ
と
で
親

し
く
呼
び
掛
け
る
言
い
方
で
す
。chippy

はconstruction w
orker

、

M
y shout.

はI w
ill pay.

、No w
orries.

はN
o problem

.

、Cheers

はThanks.

で
す
。
こ
れ
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
固
有
の
語
と
表
現

が
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
動
画
１
「
挨
拶
す
る
」
に
出
て
い
ま
す
。
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
動
画
１
を
見
る
。）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語

―Jason

先
生
、C

arla

先
生

（
マ
オ
リ
の
血
を
引
くJason

先
生
の
マ
オ
リ
語
で
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。）

Tēnā koutou
Ko Taranaki te m

āunga
Ko W

aitara te aw
a

Ko Kurahaupo te w
aka

Ko Te W
hiti tōku tīpuna

Ko Taranaki tōku iw
i

Ko Parihaka tōku m
arae

Marnie 先生と Jake 先生
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N
ō Aotearoa ahau

Ko Jam
es rāua ko Loris ōku m

ātua
Ko Jason Ropitini tōku ingoa
N
o reira

Tana koutou, tena koutou, tena koutou, katoa

（
英
訳
）

H
ello to you all

The m
ountain that I belong to is Taranaki

The river that I belong to is W
aitara

The canoe that I com
e from

 is Kurahaupo
M
y ancestor is Te W

hiti
M
y tribe is Taranaki

M
y tribal com

m
unal land is Parihaka

I am
 from

 N
ew

 Zealand
M
y parents are Jam

es and Loris
A
nd, I am

 Jason Ropitini
A
nd in fi nishing

G
reetings, greetings, greetings to you all.

マ
オ
リ
語
の
挨
拶
で
す
。
マ
オ
リ
族
で
も
マ
オ
リ
族
で
は
な
く
て
も
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
マ
オ
リ
語
を
尊
重
し
ま
す
。
英
語
は
法
的
に

は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
事
実
上
の
公
用
語
で
す
。
法
的
に
は
マ
オ

リ
語
が
一
九
八
七
年
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
手
話
が
二
〇
〇
六
年
に

公
用
語
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
マ
オ
リ
語
の
英
語
へ
の
影
響
は

八
つ
の
分
野
で
み
ら
れ
ま
す
。
地
名
、
人
名
、
食
べ
物
、
動
植
物
、
社

会
制
度
、
挨
拶
、
マ
オ
リ
の
概
念
、
マ
オ
リ
語
か
ら
の
借
用
語
で
す
。

私
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
ス
ク
リ
プ
ト
を
書
き
ま

し
た
が
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
出
て
く
る
マ
オ
リ
語
の
語
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
地
名
と
し
て
は
、
私
の
出
身
地
のTaranaki

、
ま
た
、
マ
オ
リ
語

で
はW

aikato

やW
aitangi

な
どW

ai

が
付
く
地
名
が
多
く
あ
り
ま

す
。
人
の
名
前
で
は
、H

one

が
マ
オ
リ
男
性
に
多
い
名
で
、Arihana

が
マ
オ
リ
女
性
に
多
い
名
で
す
。
家
族（fam

ily

）の
意
味
でw

hanau

、

食
べ
物
の
例
と
し
てkum

ara

（
ス
イ
ー
ト
・
ポ
テ
ト
）が
モ
ジ
ュ
ー
ル

に
出
て
き
ま
す
。Kiw

i

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
「Kiw

i

と
い

う
鳥
」
の
名
称
、
あ
る
い
は
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
」
の
意
味
で
使

わ
れ
、
フ
ル
ー
ツ
の
キ
ー
ウ
ィ
ー
はkiw

ifruit

と
言
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
来
た
ら
、
覚
え
て
お
く
べ
き
こ
と
ば
と
し
てKia ora

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
「
良
い
健
康
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、

「
こ
ん
に
ち
は
」
や
「
よ
く
や
っ
た
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
マ
オ

リ
人
に
限
ら
ず
よ
く
使
う
表
現
で
す
。

（Carla

先
生
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
は
、
移
民
出
身
国
と
し
て

古
く
か
ら
最
も
多
い
イ
ギ
リ
ス
と
南
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
隣
国
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
英
語
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
発
音
面
で
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
と
の
類
似
性
が
最
も
強
く
、
違
い
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
異
な
る
点
と
し
て
は
、
肯
定
文
で
あ
っ
て
も
尻
上
が
り
で
発
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音
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、//

が/ə/

に
な
り
、
例
え
ばfi sh

が
「
フ
ッ
シ
ュ
」
の
よ
う
に
発
音
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、/ə/

と/eə/

が
同
じ
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
た
め
、re-

ally

とrarely

が
同
じ
発
音
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

語
彙
に
関
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
特
有
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、bach

は
別
荘
、togs

は
水
着
、jandals

は
ビ
ー

チ
サ
ン
ダ
ル
、dairy

は
コ
ン
ビ
ニ
、tram

ping

は
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
語
が
出
て
い
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
観
ま
し
ょ
う
。

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
動
画
21
を
見
る
。）

カ
ナ
ダ
英
語

―A
urelie

先
生
、Shaw

n

先
生

（Shaw
n

先
生
）Aurelie

と
私
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
出
身
で
す
。「
カ

ナ
ダ
英
語
」
と
い
う
語
を
最
初
に
使
っ
た
の
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧

師
だ
っ
たG

eikie

卿
で
し
た
。
彼
は
一
八
四
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら

カ
ナ
ダ
に
渡
り
、
現
地
の
人
た
ち
が
話
す
英
語
に
つ
い
て
「
野
蛮
で
蛇

道
な
英
語
」
と
評
価
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
で
話
さ
れ
る
英
語
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
英
語
と
は
か
け
離
れ
、
ア
メ
リ
カ
的
な
英
語
に
な
っ
て
い
た
こ

と
が
す
で
に
一
九
世
紀
半
ば
に
観
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（Aurelie

先
生
）
カ
ナ
ダ
は
世
界
で
二
番
目
に
広
い
国
土
を
も
つ
国

で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
と
大
西
洋
沿
岸
諸
州
の
一
部

を
除
い
て
は
、
驚
く
ほ
ど
均
質
的
な
英
語
が
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
「
カ
ナ
ダ
標
準
英
語
」
で
、
カ
ナ
ダ
人
口
の
大
半
を
占
め
る
中
流
層

が
話
す
英
語
で
す
。
東
の
ト
ロ
ン
ト
の
人
と
西
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
人

が
話
す
英
語
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ナ
ダ
人
口
三
五
〇

〇
万
人
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語
と
す
る
の
は
約
七
〇
〇
万
人
、

ま
た
、
英
語
も
フ
ラ
ン
ス
語
も
母
語
と
し
な
い
移
民
と
そ
の
子
孫
も
約

七
〇
〇
万
人
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
最
大
の
都
市
ト
ロ
ン
ト
は
、
人
口
の
約

四
〇
％
が
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
以
外
の
言
語
を
母
語
と
し
て
い
ま
す
。

（Shaw
n

先
生
）カ
ナ
ダ
英
語
に
関
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
の
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
ほ
ど
革
新
的
な
語
や
表

現
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

カ
ナ
ダ
英
語
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
るAvis

は
、
カ
ナ
ダ
英
語

マオリ語であいさつするJason先生、左はCarla
先生
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に
つ
い
て
「
イ
ギ
リ
ス
英
語
と
ア
メ
リ
カ
英
語
と
は
異
な
る
特
徴
を
も

つ
一
方
で
、
両
者
の
ブ
レ
ン
ド
で
あ
る
」
と
評
し
、「
カ
ナ
ダ
英
語
の
特

徴
は
語
彙
に
最
も
見
ら
れ
る
」
と
論
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
政
治
用
語
と

し
て
カ
ナ
ダ
で
は
自
由
党（Liberal Party

）の
こ
と
をG

rit

と
呼
び
、

選
挙
区
の
こ
と
をriding

と
言
い
ま
す
。

（Aurelie

先
生
）
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
国
技
の
一
つ

Lacrosse

は
カ
ナ
ダ
固
有
の
語
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ

の
国
技hockey

は
カ
ナ
ダ
で
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、

hockey

用
語
も
普
通
の
会
話
で
使
わ
れ
ま
す
。
例
え
ばslap shot

は

「
強
打
」、to deke

は
「
だ
ま
し
討
ち
」
と
い
う
意
味
で
使
い
ま
す
。

（Shaw
n

先
生
）
食
べ
物
に
つ
い
て
は
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
に
チ
ー
ズ

の
凝
乳
と
グ
レ
ー
ビ
ー
ソ
ー
ス
を
か
け
たpoutine

が
ケ
ベ
ッ
ク
発
祥

の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
リ
ン
ゴ
の

M
cIntosh

と
い
う
種
類
は
カ
ナ
ダ
の
品
種
と
し
て
知
ら
れ
、M

ac

と

呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
人
は
ド
ー
ナ
ツ
の
消
費
量
が
世
界
一
高
い

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
ド
ー
ナ
ツ
好
き
で
、
カ
ナ
ダ
の
ド
ー
ナ
ツ
屋Tim

 
H
ortons

は
人
気
で
す
。
そ
こ
で
食
べ
る
小
さ
め
の
ド
ー
ナ
ツ
はTim

-
bits

と
言
わ
れ
、
カ
ナ
ダ
特
有
の
単
語
で
す
。
そ
し
て
、
カ
ナ
ダ
特
有

の
コ
ー
ヒ
ー
の
飲
み
方
はdouble-double

で
、
砂
糖
と
ミ
ル
ク
を
二

つ
ず
つ
入
れ
る
飲
み
方
で
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
私
た
ち
カ
ナ
ダ
人
の
話
し
方
を
特
徴
づ
け
る
の

はeh?

と
い
う
間
投
詞
で
す
。eh?

を
や
た
ら
言
う
人
が
い
た
ら
、
そ

れ
は
間
違
い
な
く
カ
ナ
ダ
人
で
す
。
“So I think our tim

e’s up, 
eh?

”（
笑
）。

質
疑
応
答

•
 「W

orld Englishes

の
い
わ
ゆ
る
第
三
の
円
「
拡
張
圏
」（
日
本
の

よ
う
に
英
語
を
外
国
語
と
し
て
学
校
教
育
で
教
え
る
国
々
）
の
英
語

の
音
声
も
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
将
来
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。」（
英
米
語
学
科
三
年
男
子
学
生
よ
り
）

 「
個
人
的
に
は
そ
う
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
か
ら

Aurelie 先生と Shawn先生
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は
何
も
方
向
性
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
ジ
ュ

ニ
ア
と
い
う
新
し
い
試
験
で
は
、
ア
メ
リ
カ
英
語
だ
け
で
な
く
、
イ

ギ
リ
ス
英
語
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
の
音
声
も
使
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
将
来
的
に
は
拡
張
圏
の
英
語
も
使
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。」（
神
崎
先
生
よ
り
）

•
 「

つ
い
最
近
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
て
来
た
の
で
す
が
、
若
い
世
代
の
イ
ギ

リ
ス
人
が
ア
メ
リ
カ
の
表
現
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
英
語
で

よ
く
使
うaw

esom
e

と
い
う
語
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
英
語
の
ア
メ
リ
カ
化
は
み
ら
れ
ま
す
か
。」（
一
般
来
場
者
よ
り
）

 「
ア
メ
リ
カ
英
語
に
限
ら
ず
、
他
の
英
語
変
種
の
影
響
を
受
け
て
い
る

の
が
私
に
も
観
察
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
英
語
のN

o 
w
orries.

を
私
た
ち
は
よ
く
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

イ
ギ
リ
ス
で
流
行
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ド
ラ
マ
の
影
響
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。」（N

ick

先
生
よ
り
）

 「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
英
語
に
も
ア
メ
リ
カ
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
は
世
界
的
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
で
す
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
と
し

て
他
の
英
語
圏
に
も
ア
メ
リ
カ
英
語
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。」

（Jason

先
生
よ
り
）

 「
英
語
は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
様
々
な
言
語
の
影
響
を
受
け
て

き
ま
し
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
英
語
が
ア
メ
リ
カ
化
さ
れ
て
き
た
、
と

い
っ
て
も
イ
ギ
リ
ス
人
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
の
で
す
。」（Caroline

先
生
よ
り
）

閉
会
の
こ
と
ば

―
矢
頭
先
生

英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
本
学
と
東
京
外
国
語
大
学
の
多
く
の
関
係
者
に

よ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
開
発
し
て
お
り
ま
す
。
英
語
の
多
様
性
が
日
本

で
も
顕
著
と
な
っ
た
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
後
、

ど
ん
ど
ん
注
目
を
集
め
て
行
く
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
開
発
中

の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
英
語
は
か
な
り
特
徴
が
あ
り
、
公
開
さ
れ
た
ら
話
題

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
英
語
、
イ
ン
ド
英
語

と
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
今
後
も
英
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
進
化
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。


